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2 ．資料：企画詳細・アンケート結果

学びの杜・学術コース
＜企画概要＞
 　「学びの杜・学術コース」は、名古屋大学の教員を中心とする研究者たちが、各学問領域にお
ける物の見方・考え方やこれまでの研究成果をわかりやすく解説する講座として、例年すべての
高校生を対象に開講されている。受講者には、大学レベルの高度な「学び」を体験することで、
知の探究のたのしさや厳しさにふれるとともに、自分自身の興味や関心について深く考え、進学
や将来のキャリアデザインにつなげることが期待される。
　2020年度の「学びの杜」は新型コロナウイルス感染症対策のため規模を縮小し，大部分をオン
ラインで実施した。開講数を減らしたため，従来のようなコース分けはせず，複数領域にわたる
11の講座から生徒が関心のあるものを選択して受講できるようにした。

＜事前アンケート＞
事前アンケートの結果は以下の通りであった。回答したのは 1 年生68名， 2 年生25名， 3 年生15
名であった。一部の質問については充分な数の回答を得られなかったため，結果を掲載していない。

2ɿࣁྋʁةժ৆ࡋʀΠンίーφ結Վ 
 
学;のొʀ学ढ़αーη 
 
ʽةժ֕要ʾ 
「学;のొʀ学ढ़αーη」は、名古屋⼤学のگҽを஦ৼとする研究ंたͬ

が、֦学問྘Үにおける物のݡ๏ʀ考え๏ΏこれΉでの研究成Վをわかり
Ώすくմઈする࠴ߪとして、ྭ年す΄ての߶ߏ⽣をଲেに開ߪされている。
णंߪには、⼤学Ϫϗϩの߶ౕな「学;」をରݩすることで、எの୵究の
たのしさΏݭしさに΀れるとともに、ࣙ෾ࣙਐのڷ味Ώ関ৼについて深く
考え、਒学Ώগ来のΫϡリΠυδ΢ンにつな͝ることがغଶされる。 
 2020 年ౕの「学;のొ」は৿ܗαϫψΤ΢ϩη״ઝ঳ଲࡨのためوໝを
क़ঘしɾ⼤෨෾をΨンϧ΢ンでࣰࢬした。開਼ߪをݰらしたためɾॊ来の
Γ͑なαーη෾けはせͥɾ෵਼྘Үにわたる 11 の࠴ߪから⽣ైが関ৼの
͍るものをમ୔してणߪできるΓ͑にした。 
 
ʽࣆ઴Πンίーφʾ 
⽣઴Πンίーφの結ՎはҐԾの通りで͍った。回౶したのは̏年ࣆ 6� 名ɾ
̐年⽣ 2� 名ɾ̑年⽣ 1� 名で͍った。Ҳ෨の࣯問についてはै෾な਼の回
౶をಚられなかったためɾ結Վをࡎܟしていない。 

 

問

1 

Ⅸ受講動ೞについてⅩ 

●この講ࡈを受講しようと思った動ೞは˴ですか。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはま

る項目の番号をす↨て○で囲んでください。 

1≑講ࡈのϋܾにᐻԛ・関心がある

か↸               
 ≑ӐᢋがӋьするか↸ 

ᧉ的な学びを˳᬴しݦ学でのٻ≑2

たいか↸ 
 ≑″⁁ λᚾ、ਖ਼ᕟλᚾにࢫᇌつか↸ 

3≑将来の進路選৸のӋ考にしたい

か↸ 
‪≑その˂ 

≋                ≌ 4≑έဃにѰめ↸↻たか↸ 

‧≑ܼଈにѰめ↸↻たか↸ 

 
સ学年にڠ通するのは「࠴ߪ内༲にଲするڷ味関ৼ（回౶ 1）」がकなಊؽ
になっていることで͍った。ଠंのӪڻ（回౶ 3ʀ�ʀ�）をಊؽとする回
౶はঙなくɾ特にࢥگからのשめ（回౶ �）と౶えた⽣ైはいなかった。
「༓ୣがࢂՅするから（回౶ 6）」と౶えたのは 1 年⽣のみで͍った。 
 

 

0 10 20 30 �0 �0 60

回౶1

回౶2

回౶3

回౶�

回౶�

回౶6

回౶�

回౶�

問1．受講ືᶵ

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣

問

2 

Ⅸ進路についてⅩ 

●あなたは、自分の将来について考えますか。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項

目の番号を 1 つだけ○で囲んでください。 

1≑よく考える 2≑଺⅝考える 
3≑あまり考えな

い 
4≑全く考えない 
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全学年に共通するのは「講座内容に対する興味関心（回答 1 ）」が主な動機になっていることで
あった。他者の影響（回答 3・4・5 ）を動機とする回答は少なく，特に教師からの勧め（回答 4 ）
と答えた生徒はいなかった。「友達が参加するから（回答 6 ）」と答えたのは 1 年生のみであった。

 
સ学年にڠ通するのは「࠴ߪ内༲にଲするڷ味関ৼ（回౶ 1）」がकなಊؽ
になっていることで͍った。ଠंのӪڻ（回౶ 3ʀ�ʀ�）をಊؽとする回
౶はঙなくɾ特にࢥگからのשめ（回౶ �）と౶えた⽣ైはいなかった。
「༓ୣがࢂՅするから（回౶ 6）」と౶えたのは 1 年⽣のみで͍った。 
 

 

0 10 20 30 �0 �0 60

回౶1

回౶2

回౶3

回౶�

回౶�

回౶6

回౶�

回౶�

問1．受講ືᶵ

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣

問

2 

Ⅸ進路についてⅩ 

●あなたは、自分の将来について考えますか。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項

目の番号を 1 つだけ○で囲んでください。 

1≑よく考える 2≑଺⅝考える 
3≑あまり考えな

い 
4≑全く考えない 

 

ˠ回౶਼が෈ॉ෾だったため結Վはඉࡎܟ 
 

 
 

0� 20� �0� 60� �0� 100�

1年⽣

2年⽣

3年⽣

問2．㐍㊰䛻ᑐ䛩䜛ព㆑

回౶1 回౶2 回౶3 回౶�

問

3 

自分の将来についてどのようなことを考えていますか。学びたいこ、נྵ●

と、ݼきたい職業について自ဌに୿いてください。 

Ⅸ学びたいことⅩ Ⅸݼきたい職業Ⅹ 

  

問

4 

●᭗ఄҡ業ࢸはどのような進路をࠎஓしていますか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ○で囲んでください。 

1≑ӸӞٻދ学 4≑まだ決めていない 

2≑ӸӞٻދ学ˌٳの 4  ˂学 ‧≑そのٻС࠰

≋               ≌ 3≑ჺ஖ٻ学・ݦᧉ学ఄ 

 

ˠ回౶਼が෈ॉ෾だったため結Վはඉࡎܟ 
 

 
 

0� 20� �0� 60� �0� 100�

1年⽣

2年⽣

3年⽣

問2．㐍㊰䛻ᑐ䛩䜛ព㆑

回౶1 回౶2 回౶3 回౶�

問

3 

自分の将来についてどのようなことを考えていますか。学びたいこ、נྵ●

と、ݼきたい職業について自ဌに୿いてください。 

Ⅸ学びたいことⅩ Ⅸݼきたい職業Ⅹ 

  

問

4 

●᭗ఄҡ業ࢸはどのような進路をࠎஓしていますか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ○で囲んでください。 

1≑ӸӞٻދ学 4≑まだ決めていない 

2≑ӸӞٻދ学ˌٳの 4  ˂学 ‧≑そのٻС࠰

≋               ≌ 3≑ჺ஖ٻ学・ݦᧉ学ఄ 

 

ˠ回౶਼が෈ॉ෾だったため結Վはඉࡎܟ 
 

 
 

0� 20� �0� 60� �0� 100�

1年⽣

2年⽣

3年⽣

問2．㐍㊰䛻ᑐ䛩䜛ព㆑

回౶1 回౶2 回౶3 回౶�

問

3 

自分の将来についてどのようなことを考えていますか。学びたいこ、נྵ●

と、ݼきたい職業について自ဌに୿いてください。 

Ⅸ学びたいことⅩ Ⅸݼきたい職業Ⅹ 

  

問

4 

●᭗ఄҡ業ࢸはどのような進路をࠎஓしていますか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ○で囲んでください。 

1≑ӸӞٻދ学 4≑まだ決めていない 

2≑ӸӞٻދ学ˌٳの 4  ˂学 ‧≑そのٻС࠰

≋               ≌ 3≑ჺ஖ٻ学・ݦᧉ学ఄ 

 
1 年⽣の回౶で「名古屋⼤学（回౶ 1）」が多いことを考えるとɾ名古屋⼤
学の়ղとして「学;のొ」がҲ定のༀׄをՎたしていると考えられる。
Ҳ๏でɾ「名古屋⼤学Ґ外の � 年੏⼤学（回౶ 2）」と໎֮に名⼤Ґ外をݗ
౾している⽣ైたͬもणߪしていることからɾΨーϕンΫϡンϏηにࢂՅ
するときのΓ͑にԾݡの意味߻いでणߪするだけでなくɾ࠴ߪ内༲にຳྙ
をͣ״てࢂՅした可能性がࣖࠨされる。 
 

 

Ϭй 2Ϭй 4Ϭй ϲϬй ϴϬй 1ϬϬй

回答1

回答䠎

回答3

回答4

回答ϱ

問4．ᕼᮃ䛩䜛㐍㊰

1ᖺ⏕ 2ᖺ⏕ 3ᖺ⏕

問

‧ 

●あなたは、自分の将来のために、˴ かφ˳的な˳᬴や学習に取り組んでいま

すか。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ○で囲んでくださ

い。また、取り組んでいることがあ↻ば୿いてください。 

1≑よく取り組ん

でいる 

2≑଺⅝取り組ん

でいる 

3≑あまり取り組ん

でいない 

4≑全く取り組ん

でいない 

Ⅸ取り組んでいることⅩ 
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1 年生の回答で「名古屋大学（回答 1 ）」が多いことを考えると，名古屋大学の紹介として「学
びの杜」が一定の役割を果たしていると考えられる。一方で，「名古屋大学以外の 4 年制大学（回
答 2 ）」と明確に名大以外を検討している生徒たちも受講していることから，オープンキャンパ
スに参加するときのように下見の意味合いで受講するだけでなく，講座内容に魅力を感じて参加
した可能性が示唆される。

「あまり取り組んでいない（回答 3 ）」という回答も多く，自身の日常的な取り組みに対する自己
評価の高くない生徒も参加していることがわかった。積極性のあまり高くない生徒にとっても選
びやすいプログラムになっている可能性が示唆される。自由記述欄には読書や語学，習い事，日
常の学習などを挙げる生徒が多かった。

 
1 年⽣の回౶で「名古屋⼤学（回౶ 1）」が多いことを考えるとɾ名古屋⼤
学の়ղとして「学;のొ」がҲ定のༀׄをՎたしていると考えられる。
Ҳ๏でɾ「名古屋⼤学Ґ外の � 年੏⼤学（回౶ 2）」と໎֮に名⼤Ґ外をݗ
౾している⽣ైたͬもणߪしていることからɾΨーϕンΫϡンϏηにࢂՅ
するときのΓ͑にԾݡの意味߻いでणߪするだけでなくɾ࠴ߪ内༲にຳྙ
をͣ״てࢂՅした可能性がࣖࠨされる。 
 

 

Ϭй 2Ϭй 4Ϭй ϲϬй ϴϬй 1ϬϬй

回答1

回答䠎

回答3

回答4

回答ϱ

問4．ᕼᮃ䛩䜛㐍㊰

1ᖺ⏕ 2ᖺ⏕ 3ᖺ⏕

問

‧ 

●あなたは、自分の将来のために、˴ かφ˳的な˳᬴や学習に取り組んでいま

すか。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ○で囲んでくださ

い。また、取り組んでいることがあ↻ば୿いてください。 

1≑よく取り組ん

でいる 

2≑଺⅝取り組ん

でいる 

3≑あまり取り組ん

でいない 

4≑全く取り組ん

でいない 

Ⅸ取り組んでいることⅩ 

 

 
「͍Ήり取りૌんでいない（回౶ 3）」とい͑回౶も多くɾࣙਐの
⽇৙的な取りૌみにଲするࣙހ඲Ճの߶くない⽣ైもࢂՅしてい
ることがわかった。੷ۅ性の͍Ήり߶くない⽣ైにとってもમ;
ΏすいϕϫήϧϞになっている可能性がࣖࠨされる。ࣙ༟ىफ़ཟ
にはಣॽΏޢ学ɾसいࣆɾ⽇৙の学सなどを͝ڏる⽣ైが多かっ
た。 
 

 

Ϭй 2Ϭй 4Ϭй ϲϬй ϴϬй 1ϬϬй

回答1

回答2

回答3

回答4

問ϱ．ᑗ᮶の䛯䜑のᏛ⩦

1ᖺ⏕ 2ᖺ⏕ 3ᖺ⏕

問

  

●あなたは、この講ࡈを受講することについて、ྵ どのようなൢ持←です、נ

か。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ○で囲んでください。 

1≑とても஖ࢳし

ている 

2≑やや஖ࢳし

ている 

3≑あまり஖ࢳして

いない 

4≑全く஖ࢳして

いない 

 
「͍Ήり取りૌんでいない（回౶ 3）」とい͑回౶も多くɾࣙਐの
⽇৙的な取りૌみにଲするࣙހ඲Ճの߶くない⽣ైもࢂՅしてい
ることがわかった。੷ۅ性の͍Ήり߶くない⽣ైにとってもમ;
ΏすいϕϫήϧϞになっている可能性がࣖࠨされる。ࣙ༟ىफ़ཟ
にはಣॽΏޢ学ɾसいࣆɾ⽇৙の学सなどを͝ڏる⽣ైが多かっ
た。 
 

 

Ϭй 2Ϭй 4Ϭй ϲϬй ϴϬй 1ϬϬй

回答1

回答2

回答3

回答4

問ϱ．ᑗ᮶の䛯䜑のᏛ⩦

1ᖺ⏕ 2ᖺ⏕ 3ᖺ⏕

問

  

●あなたは、この講ࡈを受講することについて、ྵ どのようなൢ持←です、נ

か。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ○で囲んでください。 

1≑とても஖ࢳし

ている 

2≑やや஖ࢳし

ている 

3≑あまり஖ࢳして

いない 

4≑全く஖ࢳして

いない 
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＜事後アンケート＞
事後アンケートの結果は以下の通りであった。回答したのは 1 年生31名， 2 年生 3 名であった。

多くの参加者が講座内容を理解できたと回答した。

 
 
 
ʽࣆ後Πンίーφʾ 
⽣後Πンίーφの結ՎはҐԾの通りで͍った。回౶したのは̏年ࣆ 31 名ɾ
̐年⽣ 3 名で͍った。 
 

Ϭй 2Ϭй 4Ϭй ϲϬй ϴϬй 1ϬϬй

回答1

回答2

回答3

回答4

問ϲ．講ᗙ䜈のᮇᚅ

1ᖺ⏕ 2ᖺ⏕ 3ᖺ⏕

問

1 

●受講前に஖ࢳしていたᡫりのϋܾでしたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項

目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。また、そのྸဌも୿いてくだ

さい。 

1≑とても஖ࢳᡫ

りであった 

2≑やや஖ࢳᡫ

りであった 

3≑あまり஖ࢳᡫり

でなかった 

4≑全く஖ࢳᡫり

でなかった  

ⅨྸဌⅩ 

 
 
 
ʽࣆ後Πンίーφʾ 
⽣後Πンίーφの結ՎはҐԾの通りで͍った。回౶したのは̏年ࣆ 31 名ɾ
̐年⽣ 3 名で͍った。 
 

Ϭй 2Ϭй 4Ϭй ϲϬй ϴϬй 1ϬϬй

回答1

回答2

回答3

回答4

問ϲ．講ᗙ䜈のᮇᚅ

1ᖺ⏕ 2ᖺ⏕ 3ᖺ⏕

問

1 

●受講前に஖ࢳしていたᡫりのϋܾでしたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項

目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。また、そのྸဌも୿いてくだ

さい。 

1≑とても஖ࢳᡫ

りであった 

2≑やや஖ࢳᡫ

りであった 

3≑あまり஖ࢳᡫり

でなかった 

4≑全く஖ࢳᡫり

でなかった  

ⅨྸဌⅩ 

 
 
 

 
多くのࢂՅंが࠴ߪ内༲をཀྵմできたと回౶した。 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問1．ᐇ㝿の講⩏ෆᐜ䛸ᮇᚅの୍⮴ᗘ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問2．講ᗙෆᐜの⌮ゎ

回答1 回答2 回答㻟 回答4

問

2 

●講ࡈのϋܾはྸᚐできましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を

1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑とてもྸᚐで

きた 

2≑ややྸᚐで

きた 

3≑あまりྸᚐЈ来

なかった 

4≑全くྸᚐЈ来な

かった 

問

3 

●この講ࡈを受講したことで、ٻ学での学び↧のᐻԛ・関心は᭗まりましたか。

ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑とても᭗まっ

た 

2≑やや᭗まっ

た 

3≑あまり᭗ま↸なか

った 

4≑全く᭗ま↸な

かった 

 
 
 

 
多くのࢂՅंが࠴ߪ内༲をཀྵմできたと回౶した。 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問1．ᐇ㝿の講⩏ෆᐜ䛸ᮇᚅの୍⮴ᗘ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問2．講ᗙෆᐜの⌮ゎ

回答1 回答2 回答㻟 回答4

問

2 

●講ࡈのϋܾはྸᚐできましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を

1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑とてもྸᚐで

きた 

2≑ややྸᚐで

きた 

3≑あまりྸᚐЈ来

なかった 

4≑全くྸᚐЈ来な

かった 

問

3 

●この講ࡈを受講したことで、ٻ学での学び↧のᐻԛ・関心は᭗まりましたか。

ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑とても᭗まっ

た 

2≑やや᭗まっ

た 

3≑あまり᭗ま↸なか

った 

4≑全く᭗ま↸な

かった 

 
 
 

 
多くのࢂՅंが࠴ߪ内༲をཀྵմできたと回౶した。 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問1．ᐇ㝿の講⩏ෆᐜ䛸ᮇᚅの୍⮴ᗘ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問2．講ᗙෆᐜの⌮ゎ

回答1 回答2 回答㻟 回答4

問

2 

●講ࡈのϋܾはྸᚐできましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を

1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑とてもྸᚐで

きた 

2≑ややྸᚐで

きた 

3≑あまりྸᚐЈ来

なかった 

4≑全くྸᚐЈ来な

かった 

問

3 

●この講ࡈを受講したことで、ٻ学での学び↧のᐻԛ・関心は᭗まりましたか。

ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑とても᭗まっ

た 

2≑やや᭗まっ

た 

3≑あまり᭗ま↸なか

った 

4≑全く᭗ま↸な

かった 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3．኱Ꮫ䛷のᏛ䜃䜈の⯆࿡䞉㛵ᚰ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ྲྀ䜚⤌䜏のពḧ

回答1 回答2 回答3 回答4

問

4 

●この講ࡈに意欲的に取り組↯ことがЈ来ましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑よく取り組め

た 

2≑やや取り組

めた 

3≑あまり取り組めな

かった 

4≑全く取り組め

なかった     

問

‧ 

●この講ࡈを̲ʕしてज़ↇたことに࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○

で囲んでください。 

項目 

とても

そう思

う 

やや 

そう思

う 

あまり 

そう思

わない 

全く 

そう思

わない 

①こういう学問᪸؏があることを

Иめてჷった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

②1 つのᄂᆮにはࠢ࠼いჷ識が࣏ᙲ

だと思った 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

③ᄂᆮの方ඥをჷることができた 1・・・・2・・・・3・・・・4 

 
 

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3．኱Ꮫ䛷のᏛ䜃䜈の⯆࿡䞉㛵ᚰ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ྲྀ䜚⤌䜏のពḧ

回答1 回答2 回答3 回答4

問

4 

●この講ࡈに意欲的に取り組↯ことがЈ来ましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑よく取り組め

た 

2≑やや取り組

めた 

3≑あまり取り組めな

かった 

4≑全く取り組め

なかった     

問

‧ 

●この講ࡈを̲ʕしてज़ↇたことに࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○

で囲んでください。 

項目 

とても

そう思

う 

やや 

そう思

う 

あまり 

そう思

わない 

全く 

そう思

わない 

①こういう学問᪸؏があることを

Иめてჷった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

②1 つのᄂᆮにはࠢ࠼いჷ識が࣏ᙲ

だと思った 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

③ᄂᆮの方ඥをჷることができた 1・・・・2・・・・3・・・・4 
 

 
 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問①

問②

問③

問④

問⑤

問ϱ．ឤ᝿

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問ϲ．㐍㊰㑅ᢥ䛸の㛵ಀ

回答1 回答2 回答3 回答4

④ᛢ᫆ᄂᆮを行うᨥのӋ考になっ

た 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

⑤᭗ఄでの学びとٻ学での学びの

つながりについて考えるきっかけ

になった 

1・・・・2・・・・3・・・・4 

問

  

●この講ࡈを受講したことは、あなたの将来の進路選৸のӋ考になりました

か。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでくだ

さい。また、そのྸဌも୿いてください。 

1≑とてもӋ考に

なった 

2≑ややӋ考に

なった 

3≑あまりӋ考にな

↸なかった 

4≑全くӋ考にな↸

なかった 

 
 

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3．኱Ꮫ䛷のᏛ䜃䜈の⯆࿡䞉㛵ᚰ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ྲྀ䜚⤌䜏のពḧ

回答1 回答2 回答3 回答4

問

4 

●この講ࡈに意欲的に取り組↯ことがЈ来ましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑よく取り組め

た 

2≑やや取り組

めた 

3≑あまり取り組めな

かった 

4≑全く取り組め

なかった     

問

‧ 

●この講ࡈを̲ʕしてज़ↇたことに࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○

で囲んでください。 

項目 

とても

そう思

う 

やや 

そう思

う 

あまり 

そう思

わない 

全く 

そう思

わない 

①こういう学問᪸؏があることを

Иめてჷった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

②1 つのᄂᆮにはࠢ࠼いჷ識が࣏ᙲ

だと思った 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

③ᄂᆮの方ඥをჷることができた 1・・・・2・・・・3・・・・4 

 

 
 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問①

問②

問③

問④

問⑤

問ϱ．ឤ᝿

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問ϲ．㐍㊰㑅ᢥ䛸の㛵ಀ

回答1 回答2 回答3 回答4

④ᛢ᫆ᄂᆮを行うᨥのӋ考になっ

た 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

⑤᭗ఄでの学びとٻ学での学びの

つながりについて考えるきっかけ

になった 

1・・・・2・・・・3・・・・4 

問

  

●この講ࡈを受講したことは、あなたの将来の進路選৸のӋ考になりました

か。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでくだ

さい。また、そのྸဌも୿いてください。 

1≑とてもӋ考に

なった 

2≑ややӋ考に

なった 

3≑あまりӋ考にな

↸なかった 

4≑全くӋ考にな↸

なかった 

 
 

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3．኱Ꮫ䛷のᏛ䜃䜈の⯆࿡䞉㛵ᚰ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ྲྀ䜚⤌䜏のពḧ

回答1 回答2 回答3 回答4

問

4 

●この講ࡈに意欲的に取り組↯ことがЈ来ましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑よく取り組め

た 

2≑やや取り組

めた 

3≑あまり取り組めな

かった 

4≑全く取り組め

なかった     

問

‧ 

●この講ࡈを̲ʕしてज़ↇたことに࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○

で囲んでください。 

項目 

とても

そう思

う 

やや 

そう思

う 

あまり 

そう思

わない 

全く 

そう思

わない 

①こういう学問᪸؏があることを

Иめてჷった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

②1 つのᄂᆮにはࠢ࠼いჷ識が࣏ᙲ

だと思った 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

③ᄂᆮの方ඥをჷることができた 1・・・・2・・・・3・・・・4 

 
 

 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3．኱Ꮫ䛷のᏛ䜃䜈の⯆࿡䞉㛵ᚰ

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ྲྀ䜚⤌䜏のពḧ

回答1 回答2 回答3 回答4

問

4 

●この講ࡈに意欲的に取り組↯ことがЈ来ましたか。̩ 下の選৸Ꮓか↸࢘ては

まる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑よく取り組め

た 

2≑やや取り組

めた 

3≑あまり取り組めな

かった 

4≑全く取り組め

なかった     

問

‧ 

●この講ࡈを̲ʕしてज़ↇたことに࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○

で囲んでください。 

項目 

とても

そう思

う 

やや 

そう思

う 

あまり 

そう思

わない 

全く 

そう思

わない 

①こういう学問᪸؏があることを

Иめてჷった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

②1 つのᄂᆮにはࠢ࠼いჷ識が࣏ᙲ

だと思った 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

③ᄂᆮの方ඥをჷることができた 1・・・・2・・・・3・・・・4 
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●将来就きたい職業についてもっと調べる
●高校の学習ももちろん大切だが，それ以外にも自らの興味のある分野はどんどん学びを深めて

いこうと思った
●自分の好きな分野についてとことん探究する
●夢が明確にもてるようになり，勉強へのやる気が出た

 

 
 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問①

問②

問③

問④

問⑤

問ϱ．ឤ᝿

回答1 回答2 回答3 回答4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問ϲ．㐍㊰㑅ᢥ䛸の㛵ಀ

回答1 回答2 回答3 回答4

④ᛢ᫆ᄂᆮを行うᨥのӋ考になっ

た 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

⑤᭗ఄでの学びとٻ学での学びの

つながりについて考えるきっかけ

になった 

1・・・・2・・・・3・・・・4 

問

  

●この講ࡈを受講したことは、あなたの将来の進路選৸のӋ考になりました

か。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでくだ

さい。また、そのྸဌも୿いてください。 

1≑とてもӋ考に

なった 

2≑ややӋ考に

なった 

3≑あまりӋ考にな

↸なかった 

4≑全くӋ考にな↸

なかった 

 

 
 
ʀগ来मきたい৮ۂについてもっと௒΄る 

 ߶ߏの学सももͬΘん⼤઀だがɾそれҐ外にもࣙらのڷ味の͍る෾໼
はどんどん学;を深めていこ͑とࢧった 

 ࣙ෾の޹きな෾໼についてとことん୵究する 
 ໂが໎֮にもてるΓ͑になりɾหک΃のΏるـがड़た 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問ϳ．༞ᴗ後の㐍㊰ᕼᮃ

回答1 回答2 回答3 回答4 回答ϱ

問

  

●᭗ఄҡ業ࢸどのような進路を࣓ஓしますか。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項

目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑ӸӞٻދ学 4≑まだ決まっていない 

2≑ӸӞٻދ学ˌٳの 4  ˂学 ‧≑そのٻС࠰

≋               ≌ 3≑ჺ஖ٻ学・ݦᧉ学ఄ 

問 ‪ 

●受講をきっかけに、自分の将来のためにૼたに取

り組もうと思ったことはありますか。あ↻ば、φ˳的

に୿いてください。 

 

 

 

 

問

‪ 

●受講をきっかけに、自分の将来のためにૼたに取り組もうと思ったことはあ

りますか。あ↻ば、φ˳的に୿いてください。 

 

 

 

 

 

 
 
ʀগ来मきたい৮ۂについてもっと௒΄る 

 ߶ߏの学सももͬΘん⼤઀だがɾそれҐ外にもࣙらのڷ味の͍る෾໼
はどんどん学;を深めていこ͑とࢧった 

 ࣙ෾の޹きな෾໼についてとことん୵究する 
 ໂが໎֮にもてるΓ͑になりɾหک΃のΏるـがड़た 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問ϳ．༞ᴗ後の㐍㊰ᕼᮃ

回答1 回答2 回答3 回答4 回答ϱ

問

  

●᭗ఄҡ業ࢸどのような進路を࣓ஓしますか。ˌ下の選৸Ꮓか↸࢘てはまる項

目の番号を 1 つだけ選び○で囲んでください。 

1≑ӸӞٻދ学 4≑まだ決まっていない 

2≑ӸӞٻދ学ˌٳの 4  ˂学 ‧≑そのٻС࠰

≋               ≌ 3≑ჺ஖ٻ学・ݦᧉ学ఄ 

問 ‪ 

●受講をきっかけに、自分の将来のためにૼたに取

り組もうと思ったことはありますか。あ↻ば、φ˳的

に୿いてください。 

 

 

 

 

問

‪ 

●受講をきっかけに、自分の将来のためにૼたに取り組もうと思ったことはあ

りますか。あ↻ば、φ˳的に୿いてください。 
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●気になったことがあったらすぐに調べようと思った
●もっと勉強に力を入れる
●興味がある分野を調べる
●自分の夢の選択肢を増やせるような行動をしていきたいと思う
●興味のあることだけでなく，それ以外の可能性なども考えて色々なことにチャレンジしてみよ

うと思った
●興味が少しでもわいたことには取り組もうと思った
●もっと本を読んで専門的な部分を知りたいと思った
●うわべだけを理解しないで細かいところまで積極的に調べようと思った
●大学の色々な学部や研究について調べるようになりました
●色々なオンラインのイベントに参加しようと思えた
●もっと幅広いことに目を向けること。多様な視点から物を見ること

 ـになったことが͍ったらす͛に௒΄Γ͑とࢧった 
 もっとหکにྙを೘れる 
 ڷ味が͍る෾໼を௒΄る 
 ࣙ෾のໂのમ୔ࢸをଁΏせるΓ͑なߨಊをしていきたいと͑ࢧ 
 ڷ味の͍ることだけでなくɾそれҐ外の可能性なども考えて৯々なこ

とにοϡϪンジしてみΓ͑とࢧった 
 ڷ味がঙしでもわいたことには取りૌも͑とࢧった 
 もっと本をಣんで઒໵的な෨෾をஎりたいとࢧった 
 ͑わ΄だけをཀྵմしないでࡋかいとこΘΉで੷ۅ的に௒΄Γ͑とࢧ

った 
 ⼤学の৯々な学෨Ώ研究について௒΄るΓ͑になりΉした 
 ৯々なΨンϧ΢ンの΢ϗンφにࢂՅしΓ͑とࢧえた 
 もっと෱広いことに⽬を޴けること。多様な఼ࢻから物をݡること 
 

問

9 

●受講前と比較したとき、あなた自身の考えや学び方に変化はありますか。あ

てはまる番号を 1 つだけ選び○で囲んで下さい。 

項 目 

とても

そう思

う 

やや 

そう思

う 

あまり

そう思

わない 

全く 

そう思

わない 

①受講前よりも、将来の職業や進路

など、自分のことは自分で決めよう

と意識するようになった 

1・・・・2・・・・・3・・・・4 

②受講前よりも、自分で考えたり，

行動したりするようになった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

③受講前よりも、学習に対して意欲

的に取り組めるようになった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

④受講前よりも、自分の意見を発言

できるようになった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

⑤受講前よりも、うまくいかないこ

とや失敗することがあっても、ねば

り強く取り組めるようになった 

1・・・・2・・・・3・・・・4 

⑥受講前よりも、職業や進路に関心

を持つようになった 
1・・・・2・・・・3・・・・4 

 
 
ʽϕϫήϧϞʾ 
この後ΘにϕϫήϧϞૢ೘ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問①

問②

問③

問④

問⑤

問9．受講後の変化

回答1 回答2 回答3 回答4
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द

ۂ
を

෾
ੵ

し
て

み
Ή

し
Β

͑
。

ど
ん

な
द

ۂ
の

世
界

が
ݡ

え
て

く
る

で
し

Β
͑

か
。

 

ٳ
໼

߄
߀

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

گ
ү

発
ୣ

科
学

研
究

科
）

 

20
20

年
�

⽉
2�

⽇
 

10
:3

0-
12

:0
0 

第
3

回
 

Π
フ

リ
Ω

で
⽣

Ή
れ

た
ਕ

ྪ
が

⽇
本

ਕ
に

な
る

Ή
で

 

Π
フ

リ
Ω

で
ஂ

⽣
し

た
ਕ

ྪ
が

、
い

つ
、

ど
の

Γ
͑

に
⽇

本
྽

ౣ
に

Ώ
っ

て
き

た
の

で
し

Β
͑

か
。

ਕ
ྪ

਒
化

࢛
の

χ
ϧ

Ϝ
と

⽇
本

ਕ
の

ً
ݱ

の
৿

ࣆ
ࣰ

に
つ

い
て

お
࿫

し
Ή

す
。

 

໵
࿮

੥
್

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

ദ
物

ؙ
）

 

20
20

年
�

⽉
2�

⽇
 

1�
:0

0-
16

:3
0 

第
�

回
 

ஏ
Ү

ҫ
ྏ

と
そ

の
گ

ү
を

学
΁

 

な
ͧ

、
ஏ

Ү
ҫ

ྏ
が

ٽ
め

ら
れ

て
い

る
か

を
͟

ଚ
எ

で
す

か
"⽇

本
は

、
世

界
に

先
ۨ

け
て

ঙ
ࢢ

௔
߶

ྺ
ऀ

ճ
を

ܶ
え

て
お

り
、

⽇
本

の
ಊ

޴
に

世
界

が
஭

⽬
し

て
い

Ή
す

。
ঙ

ࢢ
߶

ྺ
化

の
࠹

先
୼

で
͍

る
ஏ

Ү
ҫ

ྏ
の

ݳ
৖

で
は

、
様

々
な

ҫ
ྏ

઒
໵

৮
が

ڢ
ྙ

し
、

⽇
々

৿
し

い
ࢾ

み
が

さ
れ

て
い

Ή
す

。
今

回
は

ࢴ
た

ͬ
の

取
り

ૌ
み

を
ϝ

ω
Ϫ

έ
ο

ϡ
ー

Ώ
ϑ

υ
Ψ

、
そ

し
て

έ
΢

θ
で

়
ղ

し
な

が
ら

、
և

さ
ん

と
Ҳ

ॻ
に

ஏ
Ү

ҫ
ྏ

の
ݳ

状
Ώ

そ
の

گ
ү

を
、

考
え

た
い

と
ࢧ

い
Ή

す
。

 

Ԯ
࡜

研
ଢ

࿢
先

⽣
 

຦
ন

ࢀ
಺

先
⽣

 

߶
ڰ

ಛ
߀

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

ҫ
学

ܧ
研

究
科

）
 

20
20

年
�

⽉
�

⽇
 

1�
:0

0-
16

:3
0 

第
�

回
 

学
ߏ

گ
ү

か
ら

多
⽂

化
ڠ

⽣
の

未
来

を
୵

る
 

ή
ϫ

ー
ώ

ϩ
化

の
਒

ఴ
に

൒
い

、
ࢴ

た
ͬ

の
ਐ

ۛ
で

も
ҡ

⽂
化

に
ં

す
る

ؽ
ճ

が
ଁ

え
て

ٳ
し

内
⽥

ྒྷ
先

⽣
 

20
20

年
�

⽉
�

⽇
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く
な

り
Ή

し
た

。
Ҳ

๏
で

、
学

ߏ
Ώ

ऀ
ճ

が
そ

の
ร

化
に

ଲ
Ԣ

で
き

て
い

な
い

ݳ
ࣰ

も
͍

り
Ή

す
。

学
ߏ

گ
ү

の
Ϫ

ン
θ

を
と

お
し

て
、

多
⽂

化
ڠ

⽣
の

可
能

性
を

୵
っ

て
い

き
た

い
と

ࢧ
い

Ή
す

。
 

ෲ
෨

ඔ
಺

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

گ
ү

発
ୣ

科
学

研
究

科
）

 

10
:3

0-
12

:0
0 

第
6

回
 

⽣
物

多
様

性
（

%L
RG

LY
HU

sL
W\

）
 

多
様

性
っ

て
Ձ

だ
Θ

͑
 

⽣
物

多
様

性
を

ྭ
に

、
n多

様
性

|の
意

味
を

考
え

Ή
す

。
多

様
性

は
ग

る
΄

き
か

൳
か

に
つ

い
て

、
ࣙ

෾
ࣙ

ਐ
で

考
え

Ή
す

。
 

଍
⽥

࿪
߄

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

ദ
物

ؙ
）

 

20
20

年
�

⽉
2�

⽇
 

10
:0

0-
11

:3
0 

第
�

回
 

Ϧ
ー

ϫ
ρ

Ϗ
の

ࢢ
ど

も
た

ͬ
は

Ձ
を

࢘
っ

て
学

;
、

༣
ん

で
き

た
の

か
ʃ

 

ྼ
࢛

৏
ྒྷ

く
எ

ら
れ

た
گ

ү
ं

た
ͬ

は
、

本
Ώ

ݶ
ཁ

を
通

し
て

だ
け

な
く

、
ࢢ

ど
も

の
た

め
の

様
々

な
「

お
も

ͬ
Ύ

」
を

通
し

て
も

ࣙ
෾

の
考

え
を

世
に

広
め

Ή
し

た
。

こ
の

࣎
ؔ

は
Ϧ

ー
ϫ

ρ
Ϗ

に
⽬

を
޴

け
、

今
の

࣎
େ

に
も

ఽ
わ

る
そ

͑
し

た
「

お
も

ͬ
Ύ

」
に

つ
い

て
、

ࣺ
ਇ

Ώ
ಊ

ժ
を

࢘
い

な
が

ら
়

ղ
し

て
い

き
Ή

す
。

 

ߒ
ಆ

ஒ
޼

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

گ
ү

発
ୣ

科
学

研
究

科
）

 

20
20

年
�

⽉
30

⽇
 

1�
:�

�-
16

:1
� 

第
�

回
 

ਕ
と

ਕ
と

の
つ

な
が

り
か

ら
学

΁
ৼ

ཀྵ
学

 

ࢴ
た

ͬ
の

こ
こ

Θ
は

、
ࣙ

෾
だ

け
の

も
の

で
し

Β
͑

か
ʃ

ࣰ
ࡏ

に
は

、
こ

こ
Θ

は
多

様
な

ਕ
た

ͬ
と

の
つ

な
が

り
の

஦
で

ߑ
成

さ
れ

て
い

Ή
す

。
こ

の
ߪ

ٝ
で

は
、

ऀ
ճ

ৼ
ཀྵ

学
の

؏
఼

か
ら

、
つ

な
が

り
の

も
つ

さ
Ή

͡
Ή

な
性

࣯
と

、
つ

な
が

り
の

஦
で

⽣
Ή

れ
る

こ
こ

Θ
の

͍
り

๏
に

つ
い

て
学

;
Ή

す
。

 

ޔ
ॉ

ཞ
༠

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

گ
ү

発
ୣ

科
学

研
究

科
）

 

20
20

年
�

⽉
�

⽇
 

10
:3

0-
12

:0
0 

第
�

回
 

こ
こ

Θ
と

ଲ
ਕ

関
係

 

ࢴ
た

ͬ
は

、
⽇

৙
⽣

׈
の

さ
Ή

͡
Ή

な
৖

⾯
で

、
ଠ

ं
と

関
わ

り
Ή

す
。

և
さ

ん
も

、
୯

か
に

૮
஌

し
た

り
、

૮
஌

さ
れ

た
り

し
た

経
ݩ

が
͍

る
と

ࢧ
い

Ή
す

。
そ

れ
で

は
、

઒
໵

的
な

関
わ

り
と

は
、

ど
の

Γ
͑

な
ߨ

ҟ
で

し
Β

͑
か

。
ྡ

জ
ৼ

ཀྵ
学

の
؏

఼
か

ら
、

ଠ
ं

の
こ

こ
Θ

を
ཀྵ

մ
す

る
関

わ
り

๏
つ

い
て

考
え

て
み

Ή
し

Β
͑

。
 

އ
௫

ي
ദ

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

گ
ү

発
ୣ

科
学

研
究

科
）

 

20
20

年
�

⽉
12

⽇
 

10
:3

0-
12

:0
0 

第
10

回
 

科
学

に
お

け
る

Հ
ઈ

と
そ

の
ݗ

ৄ
 

Հ
ઈ

ݗ
ৄ

は
、

科
学

の
॑

要
な

࿰
ૌ

み
で

す
。

し
か

し
ࣰ

ࡏ
に

は
「

Հ
ઈ

」
も

そ
の

「
ݗ

ৄ
」

の
๏

๑
も

多
様

で
す

。
こ

の
ߪ

ٝ
で

は
、

Հ
ઈ

は
ど

͑
Ώ

っ
て

ݗ
ৄ

す
る

の
か

ʃ
 Հ

ઈ
は

い
っ

た
ん

ݗ
ৄ

さ
れ

れ
ͻ

そ
れ

で
も

͑
問

題
は

な
い

の
か

ʃ
 ࣰ

ݩ
に

Γ
っ

て
ݗ

ৄ
で

き
な

い
Հ

ઈ
は

͍
る

の
か

ʃ
 そ

れ
は

ど
͑

Ώ
っ

て
ݗ

ৄ
す

る
の

か
ʃ

 そ
も

そ
も

Հ
ઈ

ݗ
ৄ

を
ߨ

わ
な

い
科

学
は

͍
る

の
か

ʃ
 そ

れ
ら

は
ど

の
Γ

͑
な

科
学

な
の

か
ʃ

 な
ど

に
つ

い
て

考
え

Ή
す

。
 

⼤
୫

চ
先

⽣
 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

گ
ү

発
ୣ

科
学

研
究

科
）

 

20
20

年
10

⽉
2�

⽇
 

10
:3

0-
12

:0
0 

 20
20

年
ౕ

 
学

;
の

ొ
ʀ

学
ढ़

α
ー

η
 

ϕ
ϫ

ή
ϧ

Ϟ
 

 

 
ߪ

ٝ
τ

ー
Ϝ

 
ߪ

ࢥ
 

開
ߪ

⽇
 

第
1

回
 

⾷
΄

物
が

ど
͑

Ώ
っ

て
ӭ

཈
に

な
る

か
 

⾷
΄

た
物

が
ਐ

ର
に

取
り

ࠒ
Ή

れ
る

ভ
化

ٷ
फ

の
ϟ

Ω
ω

θ
Ϟ

と
、

そ
れ

が
⽣

物
に

と
っ

て
ど

の
Γ

͑
な

ༀ
ׄ

を
Վ

た
す

か
に

つ
い

て
学

;
Ή

す
。

 

ঘ
⽥

༡
দ

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

⽣
命

農
学

研
究

科
）

 

20
20

年
�

⽉
1�

⽇
 

10
:0

0-
11

:3
0 

第
2

回
 

द
ۂ

の
ى

࿧
Ώ

ࣺ
ਇ

か
ら

द
ۂ

を
෾

ੵ
す

る
と

Ձ
が

わ
か

る
か

ʃ
 

̏
ທ

の
ࣺ

ਇ
Ώ

̏
Ϙ

ー
ジ

の
द

ۂ
の

ى
࿧

か
ら

も
、

द
ۂ

を
਒

め
る

گ
ࢥ

の
意

ਦ
Ώ

͸
ら

い
を

෾
ੵ

す
る

こ
と

が
で

き
Ή

す
。

「
ࢂ

Յ
す

る
」

ଈ
の

⽣
ై

の
ࢻ

఼
か

ら
、

「
ࣰ

ࢬ
す

る
」

ଈ
の

گ
ࢥ

の
ࢻ

఼
に

઀
り

଺
え

て
द

ۂ
を

෾
ੵ

し
て

み
Ή

し
Β

͑
。

ど
ん

な
द

ۂ
の

世
界

が
ݡ

え
て

く
る

で
し

Β
͑

か
。

 

ٳ
໼

߄
߀

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

گ
ү

発
ୣ

科
学

研
究

科
）

 

20
20

年
�

⽉
2�

⽇
 

10
:3

0-
12

:0
0 

第
3

回
 

Π
フ

リ
Ω

で
⽣

Ή
れ

た
ਕ

ྪ
が

⽇
本

ਕ
に

な
る

Ή
で

 

Π
フ

リ
Ω

で
ஂ

⽣
し

た
ਕ

ྪ
が

、
い

つ
、

ど
の

Γ
͑

に
⽇

本
྽

ౣ
に

Ώ
っ

て
き

た
の

で
し

Β
͑

か
。

ਕ
ྪ

਒
化

࢛
の

χ
ϧ

Ϝ
と

⽇
本

ਕ
の

ً
ݱ

の
৿

ࣆ
ࣰ

に
つ

い
て

お
࿫

し
Ή

す
。

 

໵
࿮

੥
್

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

ദ
物

ؙ
）

 

20
20

年
�

⽉
2�

⽇
 

1�
:0

0-
16

:3
0 

第
�

回
 

ஏ
Ү

ҫ
ྏ

と
そ

の
گ

ү
を

学
΁

 

な
ͧ

、
ஏ

Ү
ҫ

ྏ
が

ٽ
め

ら
れ

て
い

る
か

を
͟

ଚ
எ

で
す

か
"⽇

本
は

、
世

界
に

先
ۨ

け
て

ঙ
ࢢ

௔
߶

ྺ
ऀ

ճ
を

ܶ
え

て
お

り
、

⽇
本

の
ಊ

޴
に

世
界

が
஭

⽬
し

て
い

Ή
す

。
ঙ

ࢢ
߶

ྺ
化

の
࠹

先
୼

で
͍

る
ஏ

Ү
ҫ

ྏ
の

ݳ
৖

で
は

、
様

々
な

ҫ
ྏ

઒
໵

৮
が

ڢ
ྙ

し
、

⽇
々

৿
し

い
ࢾ

み
が

さ
れ

て
い

Ή
す

。
今

回
は

ࢴ
た

ͬ
の

取
り

ૌ
み

を
ϝ

ω
Ϫ

έ
ο

ϡ
ー

Ώ
ϑ

υ
Ψ

、
そ

し
て

έ
΢

θ
で

়
ղ

し
な

が
ら

、
և

さ
ん

と
Ҳ

ॻ
に

ஏ
Ү

ҫ
ྏ

の
ݳ

状
Ώ

そ
の

گ
ү

を
、

考
え

た
い

と
ࢧ

い
Ή

す
。

 

Ԯ
࡜

研
ଢ

࿢
先

⽣
 

຦
ন

ࢀ
಺

先
⽣

 

߶
ڰ

ಛ
߀

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

ҫ
学

ܧ
研

究
科

）
 

20
20

年
�

⽉
�

⽇
 

1�
:0

0-
16

:3
0 

第
�

回
 

学
ߏ

گ
ү

か
ら

多
⽂

化
ڠ

⽣
の

未
来

を
୵

る
 

ή
ϫ

ー
ώ

ϩ
化

の
਒

ఴ
に

൒
い

、
ࢴ

た
ͬ

の
ਐ

ۛ
で

も
ҡ

⽂
化

に
ં

す
る

ؽ
ճ

が
ଁ

え
て

ٳ
し

内
⽥

ྒྷ
先

⽣
 

20
20

年
�

⽉
�

⽇
 



— 96 —

　
第

11
回

 
⾷

と
畜

産
を

通
し

て
み

る
世

界
の

姿
 

「
⾷

」
に

つ
い

て
考

え
る

と
き

、
ど

ん
な

農
産

物
、

畜
産

物
も

⽇
本

国
内

だ
け

で
完

結
さ

せ
る

こ
と

は
難

し
い

。
特

に
「

畜
産

」
は

深
く

海
外

と
関

わ
っ

て
お

り
、

世
界

情
勢

に
左

右
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
。

そ
こ

で
、

⾷
⾁

⽂
化

、
⽇

本
の

畜
産

と
世

界
の

畜
産

、
世

界
の

⾷
糧

問
題

、
国

連
が

定
め

る
持

続
可

能
な

開
発

⽬
標

（
SD

G
s）

、
農

村
開

発
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
フ

リ
ー

、
経

済
成

⻑
な

ど
の

多
く

の
課

題
と

畜
産

の
関

係
、

10
0年

後
の

未
来

に
畜

産
を

す
る

意
味

と
必

要
性

、
な

ど
の

今
の

畜
産

を
取

り
巻

く
様

々
な

状
況

に
つ

い
て

、
広

く
多

⾯
的

に
情

報
提

供
を

す
る

こ
と

で
、

⾷
⾁

、
畜

産
を

通
し

て
今

と
こ

れ
か

ら
の

世
界

の
姿

を
考

え
て

も
ら

い
た

い
。

 

森
⽥

康
広

先
⽣

 

（
名

古
屋

⼤
学

⼤
学

院
 

⽣
命

農
学

研
究

科
）

 

20
20

年
10

⽉
31

⽇
 

13
:3

0-
16

:0
0 

  




